
東
京
電
力
福
島

第
１
原
発
事
故
で

福
島
県
か
ら
東
京

都
な
ど
に
避
難
し

て
い
る
17
世
帯
47

人
が
、
国
と
東
電

に
計
約
６
億
３
５

０
０
万
円
の
賠
償

を
求
め
た
集
団
訴

訟
の
判
決
で
、
東

京
地
裁
（
水
野
有

子
裁
判
長
）
は
16

日
、
両
者
の
責
任
を
認
め
、

17
世
帯
42

人
に
計
約
５
９

０
０
万
円
を
支
払
う
よ
う

命
じ
た
。
同
種
訴
訟
で
国

の
責
任
を
認
め
た
の
は
４

件
目
で
、
国
側
敗
訴
の
判

断
が
続
い
て
い
る
。

約
30
件
あ
る
同
種
訴
訟
の

う
ち
、
地
裁
判
決
は
６
件

目
。
国
が
被
告
と
さ
れ
た

訴
訟
の
判
決
は
５
件
目
で
、

こ
れ
ま
で
に
前
橋
、
福
島
、

京
都
の
３
地
裁
が
国
の
責

任
を
認
め
、
千
葉
地
裁
だ

け
が
否
定
し
て
い
た
。

今
回
の
原
告
の
大
半
は

福
島
市
や
い
わ
き
市
、
田

村
市
な
ど
に
住
み
、
事
故

で
県
外
に
避
難
し
た
。
46

人
は
自
主
避
難
者
で
、
残

る
１
人
は
国
が
避
難
を
指

示
し
た
「
緊
急
時
避
難
準

備
区
域
」
か
ら
の
避
難
者
。

判
決
は
、
政
府
の
地
震

調
査
研
究
推
進
本
部
が
２

０
０
２
年
に
公
表
し
た
、

福
島
沖
で
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー

ド
８
の
地
震
が
起
こ
り
う

る
と
し
た
「
長
期
評
価
」

に
基
づ
き
、
国
と
東
電
は

同
年
末
ま
で
に
、
10

メ
ー

ト
ル
超
の
津
波
が
第
１
原

発
を
襲
う
可
能
性
を
予
見

で
き
た
と
指
摘
。
「
国
は

06

年
末
ま
で
に
東
電
に
津

波
対
策
を
命
じ
る
べ
き
で
、

東
電
も
対
策
に
着
手
す
べ

き
だ
っ
た
の
に
怠
っ
た
」

と
し
た
。

さ
ら
に
、
避
難
者
は
憲

法
が
保
障
す
る
居
住
・
移

転
の
自
由
に
基
づ
く
居
住

地
決
定
権
を
侵
害
さ
れ
た

と
指
摘
。
自
主
避
難
者
も

「
事
故
直
後
に
健
康
被
害

の
有
無
を
判
断
す
る
の
は

不
可
能
だ
っ
た
」
と
し
、

11
年
12

月
ま
で
の
避
難
は

合
理
性
が
あ
っ
た
と
し
た
。

18

歳
未
満
や
妊
婦
、
そ
の

家
族
は
年
８
月
12

日
ま
で

の
避
難
の
合
理
性
を
認
め

た
。東

京
地
裁
判
決

骨
子

東
京
電
力
は
２
０
０
２
年

中
に
は
10

メ
ー
ト
ル
を
超

え
る
津
波
が
第
１
原
発
を

襲
う
可
能
性
を
予
見
で
き
、

06

年
末
ま
で
に
対
策
に
着

手
す
る
義
務
が
あ
っ
た
。

国
も
東
電
と
同
様
、
02

年
中
に
10

メ
ー
ト
ル
超
の

津
波
を
予
見
で
き
、
06

年

末
ま
で
に
規
制
権
限
を
行

使
す
る
義
務
が
あ
っ
た
。

事
故
直
後
に
健
康
被
害

の
有
無
を
判
断
す
る
こ
と

は
不
可
能
で
、
原
則
11

年

末
ま
で
の
自
主
避
難
に
は

合
理
性
が
あ
っ
た
。

福
島
原
発
被
害
東
京
訴
訟

原
告
団

福
島
原
発
被
害
首
都
圏
弁

護
団被

告
国
や
被
告
東
京
電

力
の
加
害
責
任
が
司
法
の

場
に
お
い
て
も
明
ら
か
と

な
っ
た
今
、
国
や
東
京
電

力
が
行
う
べ
き
は
，
被
害

者
の
切
り
捨
て
で
は
な
く
、

加
害
責
任
を
前
提
に
し
た

原
発
事
故
の
過
酷
な
被
害

実
態
を
踏
ま
え
た
完
全
賠

償
の
実
現
及
び
生
活
圏
の

原
状
回
復
を
含
む
生
活
再

建
の
た
め
の
諸
施
策
を
と

る
こ
と
を
強
く
求
め
る
。

私
た
ち
原
告
団
・
弁
護

団
は
，
本
判
決
を
受
け
て
，

今
後
も
，
被
告
国
及
び
被

告
東
京
電
力
の
責
任
に
お

い
て
，
す
べ
て
の
原
発
事

故
被
害
者
が
原
発
事
故
前

の
く
ら
し
を
取
り
戻
す
た

め
の
原
状
回
復
措
置
を
と

る
こ
と
及
び
被
害
に
対
す

る
完
全
賠
償
を
実
現
さ
せ

る
た
め
に
全
力
を
尽
く
す

決
意
で
あ
る
。

２
０
１
８
年
３
月
16
日

ネ
ッ
ト
よ
り

全ての細胞で時を刻む体内時計

頭のてっぺんから 足の先まで すべての細胞
には 時計遺伝子が組み込まれ 時計を刻んでい
る
それぞれの時計が 一糸乱れず 時計を刻むこ

とで初めて 持っている 『本来の力』が 発揮
できる

知っていますか = 時計の合わせ方
なってない!? = 時計が乱れる暮らし方

時計を乱す要因

●夜遅くまで起きている
（親時計が朝と勘違いする）

●夜遅く食べる（子時計が朝と勘違いする）
●生活リズムがバラバラ/運動不足（いつ働くか

分からなくなる）
●朝食を食べない（子時計が朝を確認できない）

体にある2種類の時計

親時計=脳にあるそれぞれの臓器（細胞）
に指令を出す” 指揮者”の役目

〇朝の光を浴びて時計を合わせる

子時計=それぞれの臓器（各細胞）にある。時計
に応じて、臓器の働き方が変わってくる

“演奏者”の役目
〇朝食を食べる、体を動かすこと等で、

朝を認識し時計を合わせる

指導者と演奏者がしっかり合わないときれい
なメロディー（健康な暮らし）は刻めない

時計が合っていると

〇勉強や仕事の効率が高まる
〇運動能力が高まる
〇免疫力・自然治癒力が高まる
〇疲れにくい
〇しっかり眠る

〇ストレスに強くなる
〇老化が制御される

人間が健康に生きて行く為に 104 建交労鉄道

岩手地本
201８年 4月20日

NO104号

発行責任者
須 藤 清 成

104号 建交労鉄道岩手地本新聞 2018年4月20日104号 建交労鉄道岩手地本新聞 2018年4月20日

第８８回メーデー

２ ０ １８５ / １ （火 ）

岩 手 公 園 広 場
８時４５分集合/９時開会

集 ま れ

働 く 者 の 団 結 で 生 活 と権 利 を守 り

平 和 と民 主 主 義 、中 立 の 日 本 を め ざ そ う

み

ん

な

恒例の通信労組・郵参郎・国公・建交労鉄道

お花見交流の集いをメーデーの後行います。

参加費は組合が負担します。参加をお待ちし

ています。
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事 業 計 画
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「

安
倍
は
や
め
ろ
」「
総
辞
職
、
総
辞
職
」の
大
コ
ー
ル

森
友
・
加
計
疑
惑
の
真
相
究
明
、
内
閣
総
辞
職
を
求
め
る
行
動
が
１
４
日
、
全
国
２
０

カ
所
以
上
で
行
わ
れ
、
安
倍
内
閣
に
対
す
る
国
民
の
怒
り
が
列
島
を
包
み
ま
し
た
。
国
会

正
門
前
の
抗
議
行
動
に
は
の
べ
５
万
人
（
主
催
者
発
表
）
が
参
加
。

国
会
前
の
抗
議
行
動
は
、「
総
が
か
り
行
動
実
行
委
員
会
」「
未
来
の

た
め
の
公
共
」「
Ｓ
ｔ
ａ
ｎ
ｄ

Ｆ
ｏ
ｒ

Ｔ
ｒ
ｕ
ｔ
ｈ
」の
３
団
体
が
主
催

代
表
し
て
あ
い
さ
つ
し
た
総
が
か
り
行
動
実
行
委
共
同
代
表
の
福
山
真
劫
（
し
ん
ご
う
）

さ
ん
は
、
安
倍
政
権
に
よ
っ
て
憲
法
破
壊
と
政
治
の
私
物
化
が
進
ん
で
い
る
と
指
摘
。

「
こ
れ
以
上
、
安
倍
政
権
を
延
命
さ
せ
た
ら
、
日
本
の
平
和
と
民
主
主
義
、
誇
り
は
地
に

落
ち
て
し
ま
う
。
今
度
こ
そ
市
民
と
野
党
の
共
闘
で
退
陣
さ
せ
よ
う
」
と
呼
び
か
け
る
と
、

「
そ
う
だ
」
の
声
と
拍
手
が
起
こ
り
ま
し
た
。

立
憲
民
主
党
、日
本
共
産
党
、
社
民
党
の
国
会
議
員
が
ス
ピ
ー
チ
。
共

産
党
か
ら
志
位
和
夫
委
員
長
が
訴
え
ま
し
た
。

日
本
共
産
党
の
志
位
和
夫
委
員
長
は
ス
ピ
ー
チ
で
、
森
友
・
加
計
疑
惑
、
自
衛
隊
の
イ
ラ

ク
「
日
報
」
隠
ぺ
い
な
ど
一
連
の
疑
惑
に
つ
い
て
国
会
で
徹
底
究
明
す
る
決
意
を
表
明
。

市
民
と
野
党
の
力
を
合
わ
せ
て
「
安
倍
内
閣
を
即
刻
退
陣
さ
せ
よ
う
」
と
呼
び
か
け
る
と
、

参
加
者
は
割
れ
る
よ
う
な
拍
手
と
歓
声
で
応
え
ま
し
た
。

志
位
氏
は
、
森
友
・
加
計
疑
惑
に
つ
い
て
、
「
首
相
夫
妻
の
関
与
の
疑
惑
は
真
っ
黒
に

近
い
グ
レ
ー
だ
。
首
相
は
『
ウ
ミ
を
出
す
』
と
い
う

が
、
出
す
べ
き
『
ウ
ミ
』
は
首
相
自
身
で
は
な
い
か
」

と
痛
烈
に
批
判
。
「
希
望
は
市
民
と
野
党
の
共
闘
で

す
」
と
述
べ
、
「
安
保
法
制
の
と
き
に
国
会
前
を
埋

め
た
新
し
い
市
民
の
運
動
が
伏
流
水
の
よ
う
に
続
き
、

今
ま
た
こ
こ
に
わ
き
起
こ
っ
て
い
る
」
と
強
調
し
ま

し
た
。

志
位
氏
は
市
民
と
野
党
の
共
闘
の
力
に
よ
っ
て
、

厚
労
省
の
デ
ー
タ
ね
つ
造
を
認
め
さ
せ
て
「
働
き
方

改
革
」
一
括
法
案
か
ら
裁
量
労
働
制
を
削
除
さ
せ
、

森
友
公
文
書
改
ざ
ん
事
件
で
は
佐
川
宣
寿
前
国
税
庁

長
官
の
証
人
喚
問
を
実
現
さ
せ
た
と
指
摘
。
「
一
歩

一
歩
、
追
い
つ
め
て
い
る
。
こ
の
力
で
安
倍
政
権
を

倒
し
、
ウ
ソ
の
な
い
正
直
な
政
治
、
日
本
の
民
主
主

義
を
取
り
戻
そ
う
」
と
呼
び
か
け
ま
し
た

（
ネ
ッ
ト
よ
り
）

鉄道事業

営業収益 1,435億円

営業費 1,430億円

営業利益 4億円

関連事業

営業収入 203億円

営業費 102億円

営業利益 100億円

経常利益 89億円

当期純利益 64億円

人件費 402億円（鉄道399億円・関連3億円）

物件費 843億円（鉄道785億円・関連58億円）

減価償却費 206億円（鉄道182億円・関連24億円）

設備投資 219億円

【諸懸案事項】

初任給調整手当の改正

実施時期

２０１８年４月１日から実施

〈組合の主張〉

なぜ調整手当を引き上げたかというと現行の初任給だと東京都の最低賃金（958円）に抵触

するということであった。

このような低賃金だから新規採用を募集しても募集人員に充たない現状がある。手当で調整

するのではなく初任給の大幅な引き上げが必要である。

１年まで
１年を超え

２年まで

２年を超え

３年まで

３年を超え

４年まで

４年を超え

５年まで

大学院 １８０００円 １４７００円 １１２００円 ７６００円 ３９００円

大学・短大

高専・高校
１１０００円 ８０００円 ４５００円 ２０００円

会社名 基本給 基準内賃金 定昇額 ベア額 回答日

北海道 ２４６，３８５ ５，５９３ ０ ３月１６日

東日本 ２９９，３４２ ３３９，０８０ ６，２７５ １，３２８ ３月１６日

東 海 ２７７，４００ ３２０，５００ ３，８８０ １，３００ ３月１５日

西日本 ３，８８０ １，２００ ３月１4日

四 国メンテ １４０，３００ ９００ 0 ３月23日

九 州メンテ ３００ ３月１６日

貨 物 ２５１，９８３ ２７１，６８７ ５，５２６ ３００ ３月１６日

２０１８年春闘回答一覧票


